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この夏さわやかな若者たち9人が神戸にやってきまLf:o
仮設で竃泊まリL交流をLた翌日、学校の現状を取材をLに
全戸を訪ねたのは東京の若者阪神・渕路大震災の被災

者へ饂人着償を求める東京の会」のメンパーです。

この若者たちは神戸の震災の教訓を東京に生かLたいと、
禎災地の状況を震災直後からポランテイア活動をLながら
東京に伝え、 「公的支攘を進める」学詈を行い、その輪を広げ

てきま Lた時力窪つにつれ震災の事が嘱化されていく中で
若者の取リ組みは私たち槙災者を大きく励ますものになって

います。 左側9名のメンバー

取材を終えて（県民会館ロビーで
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震災の教訓を生かした学校とは？

がtがえのない多くの働性がヤから
見えた貴重な教訓をまとめまLt=..
是非お読み下さい。

申込…全教神戸書記局 ((Y/8---391一乃⑱）
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被災地fらLJこれ以上人災による犠牲者を出さないために
強力な絆を避難所になった神戸の学校現湯から全国へ

創刊に寄せて

震災後3度目の夏が過ぎ、心待ちにしていた

秋風が、次の季節の訪れを思い起こさせ、身が

凍る思いになりました。 4度目の冬をまだ仮設

で迎える被災者・子どもたちが約2万人もおら

れるのです。ハード面はほぼ復興し、公営住宅

の募集も坦終段階に入ったと轡じられている

中で、まだ地元へ帰られる見通し、仮設を出る

見通しすらもてないでいる方々にとって、この

季節の節目は、身を切られるようにつらいもの

と思われます。

学校が避難所になって、私たち教育現場に動

めるものは、子どもたちに学ぺる場を保障した

いとの願いから「避難所解消」のために避難者

の方々と一緒に復興に取り組んだはずでした。

ところが、 「学校の避難所」が解消される事が、

あの時築いた地域の方々との絆を切る結果に

なってしまったのです。避難所を出られても地

域に帰るところが焦く、やむを得ず県外や郊外

の仮設へ移って行かざるを得ない状態になっ

たのです。

1997年 10月17日発行

・全教神戸市教職員組合

「絆」 編集者一同

そしてあの時の絆は、 2年9ヶ月経った今も

切れたままになっています。

どうしてまだ地元に帰リたい人が帰って来 1

られないのか？その現状や問類点を直視し、我

が事として考え行動する事が今求められてい

ます。被災地に思いを寄せて下さる全国の方々

との冦災当時示して下さった励ましが、これか

らも必要なのです。そして元の住民と一結にな

って町作りに参加して行ける事が本当の復興

につながるのではないでしょうか？

そんなやさしい町作りを目指す人々の姿が、

子どもたちに希望を語り未来を約束するもの

にもなるのです。この「絆」を通して、皆さんに

被災地の情報を提供する事で、 1日も早く真の

復興ができまずょう、霰災1000日目をこえた

1997年10月17日創刊します。

皆さんのご支援をよろしくお願いします。
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［デークーで見る被災地の現状（現在）l 創刊号・・・記事のお知らせ
l仮設住宅入居世帯(7・15) 2万9970世帯 ［ ・創刊に寄せて……•.． pl
l小中学校・校区外通学者(2・・1) 2200人 i.神戸市中央区・ポートアイランド仮設の子供たち ［ 
l 住宅の孤独死 (8•7) 1 7 0人 ［ その1•••住環境… p~ l

|．弱者に陽の当たる行政を被災地から全国へ...p3:

l i・全国から被災地へ……… • . ．. p 4 
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3度目の夏が過ぎて

神戸市中央区ポートアイランド仮設の子どもたち

その1…住環境 そaD教桓財易にゆとリを（田ん次下哨及を1日も早く）
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＝どんな所に建てられた仮設か知って下さい＝

する道の脇を歩いていきます．住宅に住む全部

の小学生5→人が、朝は集団で登校Lています。

ポートピアランドの大鐵覧阜から、真下に廷々

と広がる仮設住宅を見て、行楽の人々はどう思

っているのでLょう。

ポートアイランド（以下ポーアイ）には、約5000

個の仮設住宅が、第1地区から第7地区まで分

かれて建っています。震災で壌れた倉庫の後や

二胡工事で埋め立てたところです。だから住宅

地からはかなり離れています。ポートライナー

の駅から近くても 20 分~仮設住宅に一看たくさ

ん住んでいる老人の足にはこたえます。一番遠

い第7仮設住宅には、約2.000饂の住宅が整然と
建てられています。始めていった人は、その数

の多さに圧倒されます。同じ作りの家が延々と

鍼いています。でもここは三宮に近いので、震

災後に割と早く入居が始まIJまLた。

仮住宅に住む子どもたちは、元々ポーアイ

に住んでいたわけではありません。神戸市内の

各地で禎災L、やむなく仮諷住宅に移ってきた

わけです。子供たちには 2つのグルーブがあり

ます。一つはポーアイにある港鳥小学校や中学

校ぺ履学している引共たちです。

住宅の数に比ぺて子供たちの数は、本当に少

ないので子供の姿はなかなか見っける事ができ

ません。この第7住宅から学校へは、子どもた

ちの足で50分もかかります。ポートピアランド

という大きなにぎやかな遊園地の側を遁り、大

観覧車を真上に見ながら、大翌トラックが疾走

I. §韓に陽の当たる行政を被災地から
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もう一つのグルーブは、被災Lた元の学校に
遁っている子どもたちです。約10人ぐらいいる

ものと思われます。はじめのグルーブとは、学

校は違っても、震災後のいろんな招待行事で知

リ合っていま Lた。

仮設住宅の中は鑢峯されていません。子ども

たちは砂利道で遊んだリ、周回道路を自転車で

走ったり Lているようです。同じクラスの友達

の家までIi、かなりとおいのです。夏には、も

のすごい暑さです。LかL、大体どの家も余り
クーラーをつけません。それは、電気代がかさ

むからです。

K-CAT（ケイ・キャット）という関西国

蜃空港へ直行する船が出る港が、第 7仮設住宅

の近くにあります。ここと三宮を結ぶバスがあ

＇）ます。このバスは、滝外旅行の人々を乗せた

葦やかな雰囲気です。 LかL仮設住宅の前を通

I)ながら、そこには止まりませんでした。仮設

住宅の人たちは、買い物の持物を抱えながら、

ポートライナーの駅から歩いていたのでLた。
これは、やっと地蟻住民の妥望が通り、仮設住

宅の前にバス停ができま Lt=.

ポーアイに建っている周りの住宅は全て高層

ピルです。 1年生は教師がついて集団下校します。

友逮がみんな、それらのマンションに三々五々

と帰っていきま Lた。後に一人残った子保は、
仮住宅へ向かう道で、 「私の家も、マンショ

ンだったらいいのになぁ」とがア）と言いまLt=.
私は返す言葉もなく、つないだ手を強く撼るだ

けでした（港鳥小 村山勇）

紛凛めている学樹土震恕紐這数が2倍以U遭れ上がった震災の年、 1クラスの人数が“人まで

増えた次の年度姶が搾麺Kの増加でクラスの児釘紺むB人に減った力t夏休み力邁ぎると屹人l遭珀上が
った 3年目の今甲よようやく多くの学年で40人以下にキーブできるようになってきた力¥3 年生I~良
明tに41人になった県教育委員会のヨ叡ゴ定数を1割超えないと先生坦淫只でない」とのことであふ 3
年曽500余名だっt汲遭数が今でい.:mを超える柁戸1のマンモス校になった生育看も家範穀甕も全く違
う子どもたちがすL詰めJQ)ような学級で息を殻Lて学校生活む邑っているのが環伏た震災のためゴム会社

がつぶれて、父讀が出句で福島まH土家族共々転校Lていっt士伐i学校でが、と口をきかないMさん震
災は直接鰊害のなかった西区臭賀多台にもこんな影響を与えていふ

糾よこんな時こそ、国）人以下学級」を進めぷ預文の転換を強く求めたい。

澳賀多台小 竹中登）

その②公的支援を保証Lなq限り震災9埠冬らない。 （西区仮設ルポよリ・•その 1)

兵庫県南部地震からは2年9ヶ月が過ぎtュ倒れ
札 t量祐臼渾尉おお船こ開通Lた，つぷれた大丸デ
!i パートも新装開店で尉1咄 Lたしかし震災か
H ら2年9ヶ月遇ぎたのでれ・い。阪神・淡路大震災
ii はますますつらく悲Lい出来事をたくさん生み出
;i Lながらが暫刊のできごとでる。

］ 今ま切滋迫四叩即約2加。譴者
II皿よ10万8000疇。懃激力史）ない。 8
: 月初めの調べで仮設住宅には磁珈世帯、約6万人

l 力住んでヽる。侃姐宅にすら入れず、影ト祁杯：
： 避難Lている人も少なくな¥¥ 9月には公営住宅の
II…集があるが、これとて当た磁皿まった
！ くない。応募できない人もいる。どうせ当たらない
，、 とあきらめる人もいる。 7月末に尼崎で劣愚な仮設

|1 -血3-Ltィ-にはずれて、
匹 Lt玄性が蘭”珈渥止咋をつって自蓑する
！ という事秤あったいつまでも行くところが見つ
'i からなかったらという不安はこの女性f::，tのもの
j で芯い。 8月7日、ポートアイランドの第6仮設

1年、祖料金を払えないた“認を止められて

いた53オの蝉't孤訣死しているのが見つかっt-
すでこ仮謝封只サこっt滋り、鮨こも看取られるこ
となく死んでヽ ったAil7UJ::...tると畢道された

「元ヽ 珂1こ戻’)たい」という希望を「わがまま」

のように受け止める冷たヽ噸鎌がある。みんなが希

望するところに住めるような公営住宅の必要なt：：：1ナ
のや、印胆宅に安心Lて入れる家賃圃珈戎；
実を行改に求める事は無茶な事なのだろう9ヽ もっ

と被災者が見履Lと希望を持てるような、血n遍っ
tJ“覧古権策をする事は灘Lい事なのだろう力:
政府や国ができないと突っばねる饂人補慣•公的

支援がこのまま実現されない和こなったとLたら

螺慮•日本で料詠紘災害戊艘者を膨嗽う
事をしないという愚Lき許例になってLまう。国民

環碑戚咲応誌を秘て紛で立ち切も

ために鉗舌営業への欝競する料鯰でも・義務

っ1tら“：：：御潰霧ともいえることで“`:

被災者は、安心して暮らせる恒久的な祖宅力喋証

されてから次の大きな仕事に取リ讃からなくては

ならない。そこで、豊かな人々 のつながりをつくり、

それぞれの人生をつくっていくということtらそれ
こそが、震災からのほんとうの復興の始まりとも言

えるかもLれない。それができないかぎり、阪神・

濱路大震災は終る事はない。それ埠ば者や櫨災地

だけd闊駅立なく、すぺての国民の未来への課題
なので拉・いだろうれ 纏谷中 臀本紛

（次号につづく）
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mt直綱を生かLたやさい町作りに変えるか？震党前a鮮和彎靭渇茄開発を饒けるか？
令その諏力市民に求められています。上双訊汐凄求ともに実現するたむ：：も、大切な市長選挙です。

諏 q鰤JとLて、その意志を全国に示LまLょう。


